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1．5Gの特徴
編集部　本日はお忙しい中，インタビューをお引き受
けいただきありがとうございます。早速，質問です
が，5G への期待がとても高まっていると感じますが，
4G までの携帯電話システムと何か違いがあるので
しょうか。
総務省　まず，5G の特徴についてですが，図 1 をご
覧いただいてよろしいでしょうか。図 1は携帯電話の
進化を表しています。今，ほとんどの方が第 4世代携
帯電話システム，いわゆる「4G」を使われていると
思うのですが，これまでを振り返りますと，携帯電話
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システムは大体 10 年ごとに世代交代して進化してき
ています。ここで，図 1 では，縦軸に「最大通信速
度」をとっていますが，4G までの進化は，無線通信
の速度をいかに高速化するかという技術開発を中心に
進んできたと言えます。
　5G の特徴は，図 2 にありますように，「超高速」と
いう技術開発の軸に加えて，「超低遅延」と「多数同
時接続」を実現する技術が高度化され，「超高速」に
並ぶ新しい技術の軸として加わったというように理解
していただくとわかりやすいかもしれません。これに
よって，これまでの 4G と比べて，利活用の幅が大き
く広がる可能性があり，5G への期待が大きくなって
いると考えています。
編集部　5G の特徴ということで，「超高速」，「超低遅
延」，そして，「多数同時接続」を挙げられましたが，
この 3 つの中で 5G の最も大きい特徴をあらわしてい
るものというと，どれでしょうか。
総務省　3 つのうちどれかということで言えば，特に
「超低遅延」の技術開発が進んだことが挙げられるの
ではないかと思います。これまでよりも格段に通信の
遅延が少なくなることが，機器の遠隔操作などを中心
に様々な利用シーンで有効に効いてくるのではないか
と考えています。
　2030 年頃を想定してもう少し具体的なイメージを
説明しますと，「超低遅延」が実現することで，図 3
にありますように工事現場の建機を遠隔地から操作す
ることが可能になるのではないかと考えています。例
えば，危険な工事現場で，人が自ら危険な場所でショ
ベルカー等の建機を操作しなくても，安全な場所から

映像を見ながら遠隔で操作することが可能になりま
す。4G のネットワークを使いますと，自分が遠隔地
で操作してから，ネットワークを経由して制御信号が
建機まで届いて，実際に建機が動作するのに遅延が生
じます。さらに遠隔で操作する場合には，工事現場の
様子を画面で見ながら操作することになりますので，
現場のカメラからネットワークを経由して返ってきた
映像を見ることになり，ネットワークの往復分の遅延
が発生します。そうしますと，自分が操作してから，
目の前の画面の中の建機が動くまでに，時間的なズレ
が出てきてしまい操作がしにくくなります。5G の
ネットワークが整備されていれば，データが行って
返ってくる時間がゼロに近づきます。総務省が行って
いる実証実験では，実際に現場の建機に乗って操作す
るのと変わらないような感覚で操作ができるという評
価が出ています。
　それから，車の自動運転で 5G を活用したイメージ
が図 4にありますけども，自動運転自体は，車に載せ
たカメラやセンサーで車が自律的に動くことになると
思います。その中で，5G は，例えば車が障害物を目
の前にして安全確保のために止まった場合，障害物を
よけて通過しなければならないという場面で，遠隔地
にあるセンターから 5G で遠隔で操作して障害物をよ
け，そして，また自動運転に切りかえる。例えば，そ
ういう使われ方が検討されています。そのほかにも，
周囲の安全情報を 5G でリアルタイムに車に送信する
など，様々な利活用が検討されています。
　都心を走る車がすべて自動運転になるまでには，多
くの課題をクリアする必要があるかと思いますが，例
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えば，路線バスがなくなってしまったような地域にお
いて，高齢者の方が移動手段に困っているときに，決
まった路線で決まった場所に定期的に運行する路線バ
スの代わりのような自動運転システムは，実現も比較
的早いのではないかと考えています。
編集部　センターに人がいて，通信によってバスを遠
隔操作するということですね。
総務省　そうですね。そのバスが何かの理由で緊急停
止した場合などは，遠隔操作に切り替え，問題が解決
すれば再び自動運転に切り替わるようなイメージ
です。
編集部　なるほど。

総務省　また，5G のもう一つの特徴として「超高速」
があります。4G と比べて 10～100 倍の速度が実現さ
れることになります。例えば，リアルタイムの動画配
信で比べれば，4G ではハイビジョン級の動画像しか
送れなかったのが，5G では 4K，8K の動画像を送れ
るようになるので，かなり用途が広がると期待されて
います。遠隔医療の分野では，例えば，救急車等で搬
送中にエコー画像や内視鏡の映像を見て，離れた場所
にいる専門医がリアルタイムで遠隔から指示すること
も技術的には可能になります。また，農業分野では，
農作物を上空からドローンでリアルタイムにチェック
することができるようになります。4K，8K 映像であ
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れば，田んぼの稲の葉の 1つ 1つや，ブドウ畑のブド
ウの一粒一粒までチェックできます。最近，夏は毎年
のように猛暑になりますが，少子高齢化が進む中で
は，5G 等を活用することで外に出て農作業をする時
間をできるだけ少なくすることが有効ではないかと考
えています。
編集部　外に出なくても，画像を見ればチェックでき
る。
総務省　ええ，そうですね。ドローンなり，センサー
なり，4K カメラなりを利用すればかなり幅広い情報
を得ることが出来ます。
編集部　今の日本の問題点を，解消するのに非常に有
効な技術なのですね。
総務省　そうですね。日本は課題先進国で，少子高齢
化がどんどん進んでおり，人手不足は様々な産業で問
題になってきています。5G に対しては，このような
課題を解決する有効な切り札として期待が高まってい
ます。
編集部　貴省が投稿している，YouTube の動画にも
ありました。動画を拝見いたしまして，こういう世界
が来るのかなと思いました。
総務省　その動画も 2030 年頃を想定して，こういう
ことができようになるのではないかと議論をしながら
作成しました。

2．5Gの活用の方向性
編集部　様々な書籍などには，5G という規格自体に
ついて，消費者としては，インターネットや動画や通

信など，そういったものは 4G でも困らず，活用可能
性を追求する必要があるとの記載がありました。少子
高齢化において具体的に困っている問題があれば，
5G を利用して解決するとか，そういう方向に発展し
ていくという考え方なのですね。
総務省　そうですね。先ほど 5G への期待が高まって
いるというお話をしました。図 5をご覧いただきたい
のですが，いわゆる第 4世代までの携帯電話というの
は，一般消費者の方向けに，スマートフォンで通話
サービスやデータ通信サービスを提供することが主流
でした。5G はそれに加え，他の様々な産業で活用さ
れてビジネスの効率化や高度化を実現したり，地域が
抱える課題を解決する手段として利用されたり，ある
いは 5G を活用して全く新しい産業分野が創出される
といったことで真価が発揮されると考えられています。
　図 6 に，諸外国における 5G の取組みの一覧を示し
ています。米国や韓国は 2019 年 4 月からスマート
フォンのサービスを始めています。我が国では，2019
年，各事業者がラグビーワールドカップなどのイベン
ト会場等でプレサービスを提供し，2020 年の 3 月以
降本格的な商用サービスを始める予定となっています。
　一般消費者向けのサービスの開始時期に着目する
と，我が国の 5G サービスの開始が遅れているのは事
実ですが，我が国では 5G のサービスが始まればその
後の全国へのインフラ展開はかなり速く進むものと考
えています。5G のネットワークは，5G 基地局を 4G
ネットワークに接続して，4G ネットワークをベース
に構築していくことになります。このため，5G のイ
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ンフラ展開は，基盤となる 4G のネットワークの普及
状況に大きく左右されます。我が国は他国と比較して
4G のインフラや光ファイバーの整備が行き届いてい
るため，一旦サービスが始まれば全国への展開をしや
すい環境にあります。

3．5G実現に向けた取組
編集部　そういった産業とのつながり，課題解消のた
めの技術として5Gが考えられているとのことですが，
その中にあって，貴省の役割についてのお考えを伺え
ればと思います。
　一般的には，一つは方向性を出してみたり，開発の
援助をしたり，あとは，交通整理というか，例えば周
波数の割り当てといったことが貴省の役割と理解でき
ると思いますが，いかがでしょうか。
総務省　図 7 をご覧ください。国が 5G の研究開発プ
ロジェクトに取り組み始めたのは 2015 年度からです。
5G を実現する技術の研究開発は，企業や大学等の研
究機関において基礎研究から脈々と続いている通信技
術の研究開発の延長線上にあります。おそらく 20 年，
30 年前から続いてきた研究成果が積み重なって，今
5G を形作っているというように理解していただけれ
ばと思います。国のプロジェクトとして取り組んだの
は，国際的な標準化の議論が本格化して，市場化の見
通しが出始めたところで，その動きを後押ししていく
というタイミングです。

　そして，その研究開発の成果を，図 3や図 4でご覧
いただいたようなシーンで使ったときに実際に機能す
るか否か，2017 年度から実証試験を実施して検証し
てきました。3 年間実施し，本年度が最終年度になり
ます。この実証試験は，技術検証に加えて，5G を実
際に見ていただくことで，5G の PR や利活用ニーズ
の掘り起こしにつなげていくという役割も期待しつつ
取り組んでいます。
　それから，2019 年の 4 月に携帯電話事業者 4 社に
全国 5G 向けの電波を割り当てました。各社は 2020
年 3 月以降に順次商用サービスを始める予定になって
います。
編集部　そうすると，時期によって力を入れること，
やっていくことが決まっていくという理解でよろしい
でしょうか。
総務省　そうですね。現在，携帯電話事業者の方々
は，5G のインフラを構築するため，基地局の設置な
どの工事を進めていただいていると思います。また，
実証実験は 2019 年度に終了しますが，2020 年度から
はローカル 5G 等の開発実証として，様々な利用シー
ンごとに性能を特化した 5G の標準モデルの構築につ
ながるような新しい実証実験に取り組むことにしてい
ます。各携帯電話事業者のインフラ展開と，実証実験
を通じた利活用の促進，ニーズの掘り起こしが両輪と
なって，5G の早期展開が進んでいくことを期待して
います。
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4．5G総合実証試験
総務省　ここで現在取り組んでいる実証試験について
もう少し具体的に説明します。3 年間のスケジュール
で，最初の 2年間は研究成果が実際のフィールドで本
当に機能するのかどうか検証することを中心に取り組
みました。図 8 をご覧ください。最終年度の 2019 年
度は，地域が抱える課題を 5G で解決するアイデアを
全国から募集して，それを実際に実証試験の利用シー
ンに取り入れて実施しています。全国から 785 件もの
応募をいただき，その中の 10 数件を本年度の実証実
験に取り入れています。
編集部　アイデアコンテストのことですね。貴省の
ホームページに記載がありました。
総務省　はい。実証実験の具体的な内容は図 9をご覧
ください。実施場所や参加企業の一覧を表していま
す。日本全国の様々なフィールドを提供していただき，

多くの企業や自治体等の方にご協力いただいて実施し
ています。

5．周波数割当と全国展開確保
総務省　次に周波数の割り当ての経緯についてお話を
させていただきます。図 10 は周波数の割り当ての手
続きを記載したものです。携帯電話事業者に電波を割
り当てる際には，事前に総務省が開設指針という割り
当て方針を公表します。その中に，開設計画の認定申
請をする場合の条件を具体的に記載しています。今回
の 5G の周波数の割り当ての際には，都会と地域の区
別なく，できるだけ早く全国にインフラ展開をしてい
ただくための条件を設定しました。
　具体的な内容は図 11 のとおりです。第 4 世代まで
の携帯電話の電波の割り当ての際には，「人口カバー
率」という指標を用いて，“○年以内に○パーセント

図 7
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以上の人口カバー率を達成すること” といったように
条件を設定していました。ただ，人口カバー率を指標
にしますと，人口密度の高い大都市から整備したほう
が，人口カバー率が高くなるので，どうしてもインフ
ラ展開が大都市から地方へといった流れになっていま
した。今回，5G では，新しい指標として「面積カ
バー率」を取り入れました。
　具体的には，日本全国を 10 キロ四方のメッシュで
区切りますと，大体 4,900 のメッシュになります。そ
こから5Gの利用が見込めない土地等を除くと約4,500
のメッシュになります。その約 4,500 のメッシュにつ

いて，「5 年以内に 50％以上のメッシュに 5G 高度特
定基地局を整備すること」を条件として設定しまし
た。他にも，「2 年以内に全都道府県においてサービ
スを開始すること」なども条件としました。
　図 12 に 10 キロ四方のメッシュの中に高度特定基地
局を整備した場合のイメージを示しています。高度特
定基地局の電波が届くのはメッシュ内の一部になりま
すが，このメッシュの中で具体的に 5G の利活用ニー
ズが出てきたときに，すぐに親局である高度特定基地
局に接続して，子局となる 5G 基地局を設置できる環
境をつくっていただくということです。このような環

図 9
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境を全国の 50％以上のメッシュで実現していただく
ことを申請の際に条件としたわけです。
　その結果，携帯電話事業者 4社から申請がありまし
た。図 13 の 5G 基盤展開率の数字がメッシュの整備
率を示していますが，いずれの事業者からも 50％を
超える計画の提出がありました。

6．ローカル 5G
総務省　携帯電話事業者の5G全国サービスとは別に，
様々な方の創意工夫で 5G をできるだけ自由に利用し
ていただけるように「ローカル 5G」というルールを
導入しました。図 14 に概要をまとめていますが，企
業や自治体など携帯電話事業者ではない者が，自分の

図 11
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建物の中や敷地内で自ら無線局の免許を取得して 5G
システムが構築できる制度です。
　5G を利用する際に，各事業者のエリア展開を待っ
てサービスを受けることもできますし，それを待たず
に自分で 5G の無線局免許を取得して自らの建物や敷
地内で 5G システムを構築することもできます。利用
者にとっては選択肢が増えたということになります。
　ローカル 5G は，一部の周波数帯で先行して，2019
年の年末から免許の申請を受け付ける予定です。
編集部　地域活性化の切り札として期待される5Gは，
一方で人がいないところには広がりづらいというジレ
ンマもありますが，このローカル 5G が一つの解決策
になり得るということなのですね。
総務省　ある意味ではそうなりますが，ただ，ローカ
ル 5G は全国サービスのかわりに地域のインフラを担
うという性格のものではありません。自分の建物や敷
地の中で自分用に利用していただくものです。
編集部　5G のインフラ整備はどのように進んでいく
のでしょうか。
総務省　図 15 をご覧ください。これまでも携帯電話
のインフラ展開については，条件不利地域における整
備について自治体への補助金制度を設けています。来

年度以降は 5G の基地局整備にも対応するように準備
を進めています。また，同時に 5G の利活用を推進し
ていくこととしています。具体的には，来年度の政府
予算案に全国の 10 数箇所でローカル 5G 等の開発実
証プロジェクトを実施するための予算を計上していま
す。農業や工場など様々な利用シーンごとにカスタマ
イズされた 5G 基地局やソフトウェアなどを標準モデ
ルとして構築して，全国に横展開していくことを目的
としています。条件不利地域でのインフラ整備，いわ
ゆるハード面の整備と，5G の利活用の促進やニーズ
の掘り起こしを両輪で進めていく考えです。
　また，これらはすべて光ファイバーによるネット
ワークインフラを基盤に実現するものです。総務省で
は，光ファイバーの整備支援についても，2020 年度
はさらに強化して取り組んでいく考えです。
編集部　地域活性化の切り札という点は，今後の国の
あり方をイメージしているということが，話をお伺い
していて思うようになってきました。
総務省　そうですね。地域では，これから少子高齢化
により，ますます人口が減少していくと考えられてい
ます。そして，それに伴い，様々な課題が顕在化して
くると思います。5G を活用することによって，その

図 13

図 14



総務省インタビュー

Vol. 73　No. 4 － 13 － パテント 2020

ような課題が解決され，地域の活性化につながってい
く，あるいは，様々なビジネスと組み合わせて新しい
ビジネスが展開されるなど大きな期待が寄せられてい
ます。

7．5Gの課題
編集部　次の質問ですが，5G に対する期待が持てる
一方で，5G を使ったサービスにまつわる問題といい
ますか，例えば，情報を収集するという中にあっては
プライバシーの問題をどうするのか，といった課題も
あると思います。そういったリスクに対する貴省の考
え方や施策はございますか。
総務省　プライバシーの問題は，5G だからというこ
とではなくて，従来から ICT を活用したり，あるい
はビッグデータを収集して分析したりという流れの中
で出てくる課題だと思います。確かに 5G の導入に
よって ICT の活用の幅が広がるので，そういう問題
も増加，多様化してくるだろうということは想像され
ます。プライバシーの課題は従前から指摘されていま
すので，政府の中でも様々な場で検討されています。
編集部　ちなみに，5G そのものの課題，例えば，少しこ
こを改善するともっと 5Gが使いやすくなるとか，より
普及するとか，現状の課題は何かありますでしょうか。
総務省　まさにこれから 5G が始まるというところな
ので，課題は様々ありますが，一つは 5G 用の通信機
器がまだ十分に出そろってない状況かと思います。あ
る程度種類が出てきて，それぞれが普及していけば，
価格も下がってくると思います。
編集部　スマートフォンだけでなく，農業機器であっ
たり，建機の機器であったり，そういうのも含めてと

いう理解でよろしいでしょうか。
総務省　はい。通信機器がモジュール化され，ドロー
ンや農業機械や建機など様々な機器に組み込まれて，
様々なシーンで利用されることになります。
編集部　機器の低廉化，普及というのが，5G の利活
用が広がる一つのキーにはなっているというところで
しょうか。
総務省　そうですね。

8．5Gに続く新世代の通信
編集部　さて，まだ 5G がこれからという段階ですけ
ども，もう既に，次の世代の 6Gという話もあります。
6G を見据えた上での，5G の利活用における活動や施
策について何かお考えでしょうか。
総務省　6G の議論は国際的に始まったばかりで，全
体像はこれからの議論という状況です。全体として
は，将来の先端技術がネットワークに組み込まれて，
さらに高性能化が進むとか，安全信頼性が高くなる等
の方向性が検討されているようです。例えば，電波で
いえば，5G よりもさらに高い周波数帯であるテラヘ
ルツ帯の電波の利用や，AI，量子通信との組み合わ
せなどが議論されています。これらの領域は日本が強
みを持つ部分もあるので，戦略を立ててしっかりと取
り組んで行く必要があると考えています。
編集部　先ほど，5G の流れの中に元々基礎研究が
あって，ある程度実現が見えてきた段階で，国際標準
化や国のプロジェクト化などが進展していくという話
がありました。今，お話しいただいた 6G も，基礎的
な流れはありつつ，どこかで実現が見えてきた段階で
一気に検討が進んでいくという流れなのですね。

図 15
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総務省　いずれは国際標準化等の議論も活発化してい
くと思います。しっかりと先を見据えて，研究開発の
プロジェクト化や，その成果を実証実験で検証すると
いうことについて戦略的に取り組んでいく必要があり
ます。

9．知的財産の専門家に期待すること
編集部　最後の質問ですが，これから 5G の利活用と
いうところで，色々な課題を解決できる期待を持たれ
ています。我々は知的財産分野に属し，知的財産を権
利化したり守ったりする立場にあります。あるいは，
発明者を支援する立場，弁理士は特にそういう立場に
あります。そこで，知的財産の専門家に対して，何か
期待することはありますでしょうか。
総務省　私は知財の関係の実務には携わったことがな
いので，詳しくないですが，昨今は通信ネットワーク
の実現は単独の企業で完結する時代ではなくなってき
ていて，様々な国の様々な企業の特許が組み合わさっ
て構築されるようになっています。その中で，日本の
企業が標準規格に必須となる特許をできるだけ多く確
保していることが重要であると思います。そのために
は，目先の技術だけではなく，基礎研究の重要性を認
識してしっかりと取り組むとともに，その段階から知
財戦略を意識していく体制がつくられることが重要な
のではないかと思います。そうしないと，研究ではい
い成果が出ているのにビジネスでは何か損しているよ
うなことが起きてしまうのではないかと。そのような
ことが起きないように，弁理士の皆様には色々アドバ
イスをいただく必要があると思います。是非ご支援い
ただけるとありがたいです。
編集部　本日はどうもありがとうございました。

10．参考資料
　本文中に紹介された総務省が作成した 5G の
YouTube 動画は右のサイトからご覧いただけます。
h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v =�
HByU lMWEUyk& l i s t=PL7P I 1 l 6 1 -EVLG2p�
SuUkpXm06IqMFYWbp6　以下の QR コードからも
ご覧いただけます。

　総務省が実施した 5G 利活用アイデアコンテストの
詳細は右のサイトをご参照下さい。
https://5g-contest.jp/　以下の QR コードからもアク
セスできます。

� ――　了　――
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